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争
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国
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住
民

の
い
の
ち

と
暮

ら
し

「
守
る
人

」
か

「
削

る
人

」
か

東
海

第
二

原
発

再
稼

働

「
ス
ト

ッ
プ
す

る
人

」
か

「
容

認
す

る
人

」
か

大名みえ子
おおな

戦
争
法
が
成
立
、
日
本
は
戦
争
か
平
和
か
の
岐

路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
昨
年
、
国
会
で
強
行
さ
れ
た

戦
争
法
廃
止
の
一
点
で
野
党
共
闘
を
す
す
め
、
「
だ

れ
の
子
も
殺
さ
せ
な
い
」
平
和
な
日
本
を
め
ざ
し
ま

す
。

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
助
成
が
廃
止
さ

れ
、
サ
ー
ビ
ス
を
週
４
回
か
ら
週
２
回
に
減
ら

さ
れ
た
」
…

消
費
税
増
税
や
年
金
の
削
減
、

不
況
と
相
ま
っ
て
、
村
の
冷
た
い
政
治
が
住
民
に

追
い
打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
住
民
犠
牲
の
村
政
に
反
対

し
、
た
め
込
み
金
も
活
用
し
て
暮
ら
し
を
守
り

ま
す
。

日
本
原
電
は
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起
き

れ
ば
避
難
は
不
可
能
で
あ
り
、
村
も
守
れ
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、

「
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
」
の
た
め
力
を
つ
く
し
ま
す
。

東海第２原発は稼働以来、すでに38年目の老朽原発。

国の新基準でも2年後には廃炉です。廃炉作業は数十年

を要し、新たな雇用や廃炉に向けた技術者・研究者の育

成が必要です。

太陽光発電など自然エネルギー利用での活用等、村

はもちろん、エネルギー政策に責任ある国と原子力関連

企業が、新たな雇用創出と地域経済の活性化を図るよう

求めます。

廃炉後の雇用、地域経済への

影響は大丈夫？
村がため込んだお金は138億円(1人当たり

県内一)。この一部を活用すれば住民要求

が実現できます。

ためこみ金

■介護保険の利用料・食事費助成の復活 ■国保税の１世帯１万円引き下げ

■子どもの医療費無料化を高校卒業まで ■小中学校の給食費無料化、エ

アコン設置 ■公立幼稚園・学童保育料の値上げストップ ■人間ドックで

健康な村づくり■正規職員が当たり前の村政をめざして
お

約
束

日本共産党・村会議員
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川崎あつ子

村会議員

大名みえ子

村会議員
戦
争
法
に
対
す
る
村
長
の
認
識
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
、
戦
争
法
が
推
進
さ
れ
て
い
く
な
ら
ば
、
自
衛
隊
員
の
脱
退

や
死
亡
者
が
出
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
補
い
の
た
め
自
衛
隊
入
隊
の
勧
誘
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
思
う
が
、
村
民
へ
の
影
響
を

ど
う
考
え
る
か
も
聞
き
た
い
。

〔
村
長
〕
こ
の
法
案
が
憲
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
た
い
。
村
民
へ
の
影
響
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
判
断
で
き
る
材
料
が
な
い
の
で
答
え
ら
れ
な
い
。

戦
争
法

（
平
和
安
全
法
制
）
へ
の
村
長
の
政
治
姿
勢
は

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
動
是
非
を
め
ぐ
り
、
本
村
の
避
難
計
画
の
策
定
が
判
断
基
準
の

一
つ
に
入
る
の
か
、
改
め
て
聞
き
た
い
。
ま
た
、
半
径
３
０
キ
ロ
圏
内
に
約
９
７
万
人
が
暮

ら
す
原
発
だ
が
、
避
難
計
画
の
策
定
は
本
村
だ
け
の
策
定
で
よ
し
と
す
る
の
か
も
聞
き
た
い
。

〔
村
長
〕
最
終
的
に
は
、
国
の
原
子
力
政
策
、
規
制
庁
の
審
査
、
そ
し
て
、
本
村
・
近
隣
市
の

避
難
計
画
を
見
た
上
で
、
議
会
の
意
見
、
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

東
海
第
二
原
発
再
稼
働
の
是
非
は

新政会
新和
とうかい

光風会 豊創会
日本
共産党

公明党 無会派

○ ○ ○ × × ○ ×

○ ○ ○ ○ × ○ ×

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
独
自
試
算
を
行
っ
た
結
果
、
県
内
の
農
畜
産
物
は
６
４
９
億
円
減
、
林

産
物
１
０
億
円
減
、
水
産
物
６
１
億
円
減
と
い
う
影
響
が
出
る
結
果
に
な
っ
た
。
憂
慮
す
る

声
が
多
い
が
、
村
は
本
村
農
業
へ
の
影
響
を
ど
う
見
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
村
の
農
政
を

ど
う
展
開
す
る
の
か
。

〔
部

長
〕
国
は
年
内
に
具
体
的
な
影
響
額
を
計
算
す
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
試
算
結
果
を
踏

ま
え
た
う
え
で
影
響
を
検
討
し
た
い
。
１
１
集
落
で
の
農
業
座
談
会
で
は
、
不
安
を
感
じ
な

が
ら
も
具
体
的
な
意
見
や
要
望
は
出
て
い
な
い
。
改
め
て
、
農
家
の
声
を
良
く
聞
き
、
農
家

の
視
点
で
の
農
政
を
す
す
め
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
村
内
農
産
物
の
影
響
は

今
年
度
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
昼
食
と
利
用
料
の
助
成
制
度
を
廃
止
。
加
え
て
８
月
か

ら
は
、
一
部
の
方
の
利
用
料
２
割
負
担
も
始
ま
り
、
負
担
の
大
き
さ
に
苦
慮
す
る
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
基
金
の
一
部
を
使
え
ば
村
独
自
助
成
制
度
の
復
活
は
可
能
で
は
な
い
か
。

〔
村
長
〕
基
金
は
使
い
続
け
る
と
減
る
一
方
。
将
来
の
財
政
事
情
も
考
え
、
予
防
給
付
に
お

金
を
使
い
た
い
。
一
定
程
度
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
は
見
直
し
た
。

村
独
自
の
助
成
制
度
の
復
活
を

行
き
場
の
な
い
核
の
ご
み
が
膨
大
な
量
に
な
っ
て
い
る
。
危
険
な
村
と
危
惧
し
、
不
安
の

声
が
上
が
る
の
は
当
然
。
核
廃
棄
物
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
原
発
を
や
め
る
と
い

う
判
断
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
村
上
前
村
長
は
、
原
発
立
地
自
治
体
で
唯
一
廃
炉
を
明

言
さ
れ
た
。
村
長
後
継
者
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
山
田
村
長
は
そ
の
思
い
を
引
き
継
が
れ
て

い
る
の
か
聞
き
た
い
。

〔
村

長
〕
今
の
段
階
で
ま
だ
判
断
で
き
る
状
況
で
な
い
と
繰
り
返
し
申
し
上
げ
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
住
民
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
の
は
認
識
し
て
い
る
。

東
海
第
二
原
発
は
廃
炉
に

村松学童クラブを除く5つの学童クラブ事業運営を、テルウェル東日本株式会社に委託する議案

多くの批判と反対のあるマイナンバーを住民が利用する際の「利用範囲」などを定める条例

１２月定例議会に提案された「議案への各会派への態度」（抜粋） 賛成○ 反対×


